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古
代
に
お
け
る
人
名
表
記
と
そ
の
訓
み
に
つ
い
て

鈴　

木　
　
　

喬

一
、
は
じ
め
に

　

漢
字
で
記
さ
れ
た
人
名
が
ど
う
い
う
訓
み
な
の
か
は
不
確
定
な
も
の
が
多
い
。

　

人
名
の
よ
う
な
固
有
名
詞
は
文
の
一
部
を
な
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
人
名
な
ど
固
有
名
詞
は
一
般
名
詞
な
ど
と
は
異
な
り
、
文
脈

か
ら
そ
の
語
形
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
地
名
は
『
風
土
記
』
な
ど
の
地
名
説
話
か
ら
そ
の
語
源
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

ま
た
和
訓
資
料
と
し
て
有
益
な
『
和
名
類
聚
抄
』
や
現
代
ま
で
に
伝
わ
る
地
名
の
読
み
癖
か
ら
、一
定
の
読
み
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
名
は
多
く
の
人
が
共
有
す
る
た
め
、
同
一
個
体
に
対
し
て
記
さ
れ
る
機
会
が
人
名
に
比
べ
多
い
。
し
か
し
、
人
名
は
地
名
に
比
べ
記
さ
れ

る
機
会
が
少
な
く
、
得
ら
れ
る
情
報
も
少
な
い
。
そ
の
た
め
漢
字
の
み
で
記
さ
れ
た
人
名
に
お
い
て
、
そ
の
訓
み
を
特
定
す
る
の
は
困
難
な

場
合
が
多
い
。

　

そ
も
そ
も
『
魏
志
』（
倭
人
伝
）
に
み
ら
れ
る
日
本
語
の
痕
跡
は
、
固
有
名
で
あ
り
、
五
世
紀
に
お
け
る
鉄
剣
銘
等
に
も
固
有
名
詞
が
仮

借
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
記
紀
萬
葉
を
中
心
と
し
た
文
献
資
料
に
は
、
例
外
な
く
人
名
・
地
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
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古
い
時
代
ほ
ど
、
日
本
語
の
資
料
は
固
有
名
詞
を
参
考
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

古
代
日
本
の
人
口
は）

1
（

鎌
田
元
一
が
茨
城
県
鹿
の
子
C
遺
跡
の
人
口
資
料
を
基
に
奈
良
末
か
ら
平
安
初
期
に
か
け
て
の
国
家
掌
握
人
口
を
約

五
四
〇
〜
五
九
〇
万
人
と
推
定
し
、
さ
ら
に
八
世
紀
前
半
の
人
口
を
四
四
〇
〜
四
五
〇
万
人
（
安
全
な
数
値
と
し
て
は
四
〇
〇
〜
五
〇
〇
万

人
）
と
算
出
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
す
べ
て
の
人
名
が
把
握
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
正
倉
院
文
書
に
は
古
代
の

戸
籍
・
計
帳
や
写
経
所
文
書
等
、
多
く
の
人
名
が
記
載
さ
れ
た
資
料
が
残
存
し
て
い
る
。
ま
た
正
倉
院
文
書
に
加
え
、
木
簡
や
漆
紙
文
書
等

の
多
く
の
文
字
資
料
に
は
人
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　

筆
者
は
「
御
野
國
戸
籍
」
の
注
釈
付
き
索
引
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
表
出
し
た
問
題
点
を
本
論
で
は
と
り
あ
げ
、
古
代
人
名
の

訓
み
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
日
本
語
史
上
に
関
わ
る
問
題
を
も
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
日
本
語
資
料
と
し
て
の
人
名
―
『
時
代
別
』
引
用
の
人
名
の
再
考

　
『
時）

2
（

代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』（
以
下
、『
時
代
別
』）
は
、
上
代
語
と
み
な
さ
れ
る
語
を
網
羅
的
に
登
録
し
、
良
質
な
解
釈
が
付
さ
れ
て

い
る
。『
時
代
別
』
は
、
そ
の
凡
例
で
「
①
地
名
・
人
名
・
神
名
・
書
名
・
年
号
な
ど
の
固
有
名
詞
は
原
則
と
し
て
採
用
し
な
い
。」
と
述
べ

る
よ
う
に
一
貫
し
て
固
有
名
詞
を
と
ら
な
い
姿
勢
を
と
る
。
し
か
し
、
そ
の
用
例
に
お
い
て
、
人
名
を
含
め
た
固
有
名
詞
を
掲
げ
、
ま
た
時

に
は
人
名
例
に
よ
っ
て
立
項
し
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
あ
ざ
」【
呰
】
は
時
代
別
に
お
い
て
立
項
す
る
も
の
の
、
そ
の
用

例
の
ほ
と
ん
ど
が
人
名
例
で
あ
り
、

あ
ざ
【
呰
】
未
詳
。
ア
ザ
ケ
ル
・
ア
ザ
ワ
ラ
フ
な
ど
の
ア
ザ
と
同
源
か
。「
上
政
戸
国
造
族
呰あ
ざ

麻
呂
戸
口
卌
六
…
下
中
戸
主
阿
佐
麻
呂
」

（
古
文
書
一
、
大
宝
二
年
）「
孔
王
部
真ま

呰あ
ざ

、
同
古コ

呰あ
ざ

、
同
阿あ

耶ざ

売メ

（
古
文
書
一
、
養
老
五
年
）「
右
一
首
妻
服
部
呰あ
ざ

女メ

」（
万
四
四
二
二

左
注
）「
従
六
位
下
大
伴
宿
禰
呰あ
ざ

麻マ

呂ロ

」（
続
紀
天
平
神
護
元
年
）「
巨
勢
呰あ
ざ

女メ

」（
霊
異
記
下
三
四
話
）
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そ
の
た
め
そ
の
語
義
に
つ
い
て
は
、「
未
詳
」
と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
編
集
態
度
の
矛
盾
は
、
上
代
資
料
が
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
上
代
語
と
い
わ
れ
る
も
の
が
固
有
名
詞
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
側
面
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

　

ま
た
上
代
特
殊
仮
名
遣
が
異
な
れ
ば
別
語
と
な
る
上
代
語
に
お
い
て
、
同
時
代
に
お
け
る
資
料
で
漢
字
の
一
字
一
音
で
記
さ
れ
た
仮
名
書

き
例
が
大
き
な
支
え
と
な
る
。
人
名
に
も
仮
名
書
き
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
名
例
の
理
解
が
上
代
語
の
認
定
や
理
解
に
お
い
て
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

本
節
で
は
『
時
代
別
』
に
お
い
て
人
名
例
に
触
れ
た
も
の
を
と
り
あ
げ
る
。

　

①
「
み
な
し
ご
」【
孤
】
項
に
お
い
て
次
の
用
例
を
あ
げ
る
。

・
み
な
し
ご
【
孤
】（
名
）
み
な
し
ご
。
孤
児
。「
巳
奈
志
児
刀
良
売　

年
一
、
緑
女
」（
古
文
書
一
、
大
宝
二
年
）　　
　
（『
時
代
別
』
七
一
二
頁
）

『
時
代
別
』
は
、「
巳
奈
志
児
」
を
「
み
な
し
ご
」
と
し
、「
孤
児
」
の
意
と
す
る
。
な
お
『
時
代
別
』
は
「
ミ
ナ
シ
ゴ
」
の
ミ
を
人
名
例
の

「
巳
」
字
か
ら
乙
類
と
す
る
。『
時
代
別
』
が
あ
げ
る
「
古
文
書
」
と
は
「
正
倉
院
文
書
」
の
「
御
野
國
戸
籍
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
例
と
し

て
あ
げ
る
「
御
野
國
戸
籍
」
は
、「
戸
主
児
姉
賣
」
や
「
安
麻
呂
児
薬
賣
」
な
ど
「
○
○
の
子
で
あ
る
、
△
△
」
と
い
う
形
式
で
続
柄
を
人

名
の
上
に
記
す
。
そ
の
た
め
「
巳
奈
志
児
刀
良
売
」
は
「
巳
奈
志
の
児
で
あ
る
刀
良
売
」
な
の
で
あ
り
、『
時
代
別
』
の
「
み
な
し
ご
（
孤
児
）

で
あ
る
刀
良
売
」
と
い
う
解
釈
は
誤
認
で
あ
る
。（「
巳
奈
志
」（
大
宝
二
年
御
野
國
本
簀
郡
栗
栖
太
里
戸
籍
『
大
日
本
古
文
書
』
①
三
〇
頁
）

は
戸
の
一
部
で
あ
り
、そ
の
前
が
欠
落
し
て
い
る
。）『
和
名
類
聚
抄
』（「
孤　

美
奈
志
古
」）
や
『
類
聚
名
義
抄
』「
孤
ミ
ナ
シ
ゴ
」）
に
よ
っ

て
語
形
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、
奈
良
時
代
の
資
料
に
お
い
て
「
み
な
し
ご
」【
孤
】
の
語
形
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、

ま
た
上
代
特
殊
仮
名
遣
も
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
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②
い
は
【
巌
・
磐
】

『
時
代
別
』
は
「
い
は
」
の
項
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
考
察
を
述
べ
て
い
る
。

「
古
文
書
二
、
天
平
一
八
年
の
人
名
に
、同
じ
人
が
「
己
知
在ア
リ
ハ羽
」「
己
智
蟻
石
」「
己
智
在
石
」「
己
智
蟻
礒
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
よ
れ
ば
、「
礒
」

の
字
が
イ
ハ
と
訓
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。」

　

こ
の
『
時
代
別
』
の
記
述
は
、
武
田
祐
吉
の
指
摘
に
よ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
武
田
祐
吉
「
荒
石
」『
青
虹
』
第
四
巻
、
第
一
号
、

一
九
三
〇
年
（『
武
田
祐
吉
著
作
集
』
第
五
巻
に
収
録
）。

「
さ
ら
に
意
想
外
の
こ
と
に
は
、
ま
た
己
知
有
礒
・
己
智
蟻
礒
と
書
い
た
も
の
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
礒
の
字
は
、
普
通
イ
ソ
と
読
む
字

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
字
で
あ
る
。
在
石
・
蟻
石
・
荒
石
等
の
字
を
見
て
、
こ
の
人
の
名
が
ア
リ
ハ
と
読
む
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い

人
が
、
ア
リ
ソ
と
読
む
も
の
と
速
断
し
て
、
有
礒
・
蟻
礒
の
字
を
宛
て
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
い
か
に
も
蟻
礒
の
方
は
、
他
人
が
書
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
有
礒
の
ほ
う
は
疏
師
手
実
帳
（『
大
日
本
古
文
書
』
十
ノ
二
五
九
）
に
載
っ
て
い
る
解
文
で
、
ま
さ
し
く
自
分
で
書
い
た
も
の
と
解

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
略
）

　

し
か
し
以
上
の
資
料
を
も
っ
て
、
す
ぐ
に
『
萬
葉
集
』
の
荒
礒
等
の
字
面
を
ア
リ
ハ
と
読
む
べ
し
と
考
え
な
い
。
た
だ
こ
の
集
に
も
し
安
利
蘇

（
巻
十
四
）、
在
衣
（
巻
九
）
の
字
面
が
な
か
っ
た
ら
、
荒
礒
を
ア
リ
ハ
と
読
む
べ
し
と
す
る
考
証
が
成
立
す
る
こ
と
を
思
う
と
、
訓
詁
の
研
究
に

真
に
困
難
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
す
る
。
漢
字
に
対
す
る
国
訓
は
一
種
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
略
）

　

さ
て
コ
チ
ノ
ア
リ
ハ
の
氏
名
の
書
き
方
の
調
査
は
、『
萬
葉
集
』
の
訓
詁
に
、
何
物
を
も
持
ち
き
た
さ
な
か
っ
た
か
と
い
う
に
、
決
し
て
無
収

穫
で
は
な
か
っ
た
。
古
人
と
い
え
ど
無
意
味
な
人
名
は
付
け
な
い
。
吾
人
は
ア
リ
ソ
の
ほ
か
に
、
ア
リ
ハ
と
い
う
国
語
も
存
し
て
い
た
こ
と
を
教
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え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
荒
石
と
書
い
た
も
の
が
そ
の
正
字
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
ア
リ
ソ
が
岩
石
の
多
い
水
辺
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、

ア
リ
ハ
は
荒
い
岩
石
の
意
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
て
従
来
お
し
な
べ
て
ア
リ
ソ
と
読
ん
で
い
た
も
の
の
う
ち
に
、
た
と
え
ば
、

　

神
の
埼
荒
石
も
見
え
ず
浪
立
ち
ぬ
何
処
ゆ
行
か
む
避
路
は
無
し
に

の
ご
と
き
も
の
は
、
む
し
ろ
ア
リ
ハ
と
読
む
ほ
う
が
歌
意
に
対
し
て
も
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。」

　

武
田
は
「
コ
チ
ノ
ア
リ
ハ
」
の
自
筆
の
書
記
形
態
に
「
有
礒
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
認
定
し
、
こ
の
人
名
例
か
ら
『
萬
葉
集
』
巻
7
・

一
二
二
六
番
歌
を
「
荒
石
」「
ア
リ
ハ
」
と
訓
む
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
武
田
は
『
萬
葉
集
全
註
釋
』

（
一
九
四
九
年
）
の
一
二
二
六
番
歌
の
注
に
お
い
て
、
こ
の
「
コ
チ
ノ
ア
リ
ハ
」
を
根
拠
に
「
こ
れ
に
依
つ
て
荒
石
を
ア
リ
ハ
と
讀
む
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
る
。
な
ほ
礒
を
も
ハ
に
當
て
て
ゐ
る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
、一
歩
踏
み
込
ん
だ
言
及
を
み
せ
る
。
武
田
は
「
荒
石
」

は
「
ア
リ
ハ
」
と
訓
み
を
さ
だ
め
、
さ
ら
に
は
「
宇う

乃の

住す
む

石
」（
3
・
三
五
九
番
歌
）
の
「
石
」
を
「
イ
ソ
」
で
は
な
く
、「
イ
ハ
」
と
訓
じ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
萬
葉
集
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
武
田
の
指
摘
を
踏
襲
す
る
注
釈
書
は
存
し
な
い
。
そ
れ
は
澤
瀉
久
孝
（『
萬
葉
集
注

釋
』
一
二
二
六
番
歌
注
）
の
「
萬
葉
に
は
萬
葉
の
訓
み
方
が
あ
る
」
と
い
う
言
及
に
集
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
萬
葉
集
』
に
「
ア
リ
ソ
」

と
い
う
仮
名
書
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
後
の
和
歌
の
世
界
に
お
い
て
「
ア
リ
ハ
」
と
い
う
歌
こ
と
ば
が
存
し
な
い
こ
と
が
大
き
な

理
由
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
大
平
聡
（「「
三
人
」
の
写
経
生
―
天
平
期
写
経
所
に
お
け
る
人
名
表
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
」（『
桐
朋
学
園
大
学
研
究
紀
要
』
第

一
三
集
、
一
九
八
七
年
）
の
詳
細
な
調
査
に
よ
っ
て
武
田
が
自
筆
と
し
た
「
有
礒
」
は
、「
コ
チ
ノ
ア
リ
ハ
」
で
は
な
く
別
人
の
「
秦
有
礒
」

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
平
は
「
コ
チ
ノ
ア
リ
ハ
」
の
自
筆
関
連
の
資
料
に
「
礒
」
字
が
な
い
こ
と
か
ら
、
以
下
の
よ

う
に
誤
記
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
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「
読
み
手
は
「
己
知
荒
石
」
を
「
コ
チ
ノ
ア
リ
（
イ
）
シ
（（
ソ
））」
と
読
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
聞
い
た
書
手
は
「
己
智
蟻
礒
」

と
記
し
た
。
と
こ
ろ
が
案
主
が
爪
工
家
万
呂
に
か
わ
る
と
、
読
み
手
（
爪
工
家
万
呂
自
身
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
は
「
己
知
蟻
石
」
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
手
実
の
表
記
を
「
ア
リ
（
イ
）
ハ
」
と
読
み
上
げ
た
。
誤
り
に
気
付
い
た
書
手
は
前
記
の
「
礒
」
を
「
羽
」
に

か
え
て
筆
記
す
る
。
更
に
筆
記
す
る
際
の
簡
便
さ
を
考
え
、「
己
智
在
石
」で
統
一
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
筆
墨
申
請
解
の「
許
智
蟻
礒
」

（
九
―
7
）
は
天
平
18
年
春
季
の
布
施
申
請
解
の
作
成
直
後
で
あ
る
こ
と
考
え
れ
ば
納
得
で
き
よ
う
。

　
「
ア
リ
ハ
」
が
「
ア
リ
ソ
」
と
誤
記
さ
れ
た
理
由
を
後
写
一
切
経
の
場
合
で
考
え
た
が
、
他
の
場
合
も
用
字
が
一
人
歩
き
し
て
、「
―
石
」
＝
「
ア

リ
ソ
」
↓
「
―
礒
」
と
い
う
判
断
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。」

　

つ
ま
り
、
武
田
は
「
有
礒
」
を
「
コ
チ
ノ
ア
リ
ハ
」
の
自
筆
と
誤
認
し
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
「
礒
」
は
「
イ
ハ
」
と
も
訓
じ
え
た
と

言
及
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
時
代
別
』
が
考
察
で
あ
げ
た
「
礒
」
の
指
摘
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。

　

③
あ
ろ
じ
【
主
人
】

『
時
代
別
』
は
、
平
安
以
降
の
「
主
人
」
の
古
訓
に
「
ア
ル
ジ
」
も
あ
る
と
す
る
の
み
で
、「
ア
ル
ジ
」
の
項
を
た
て
て
い
な
い
。
な
お
「
ア

ロ
ジ
」
の
上
代
に
お
け
る
仮
名
書
き
例
は
、
次
の
『
萬
葉
集
』
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

・
は
し
き
よ
し　

今け

日ふ

の
安あ

路ろ

自じ

は　

礒い
そ

松ま
つ

の　

常
に
い
ま
さ
ね　

今
も
見
る
ご
と　
（
20
・
四
四
九
八
）

こ
の
歌
は
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
二
月
に
式
部
大
輔
で
あ
っ
た
中
臣
朝
臣
清
麻
呂
の
邸
宅
で
集
宴
し
た
と
き
の
大
伴
家
持
の
歌
で
あ
り
、

「
ア
ロ
ジ
」（
主
人
）
は
宴
の
主
人
で
あ
る
「
中
臣
朝
臣
清
麻
呂
」
を
さ
す
。「
ア
ロ
ジ
」
の
語
に
対
し
て
、『
萬
葉
集
全
注
』（
有
斐
閣
）
は
、「
ア

ル
ジ
の
古
形
」
と
説
明
す
る
。
こ
れ
は
記
紀
萬
葉
を
は
じ
め
と
す
る
平
安
時
代
以
前
の
資
料
に
お
い
て
「
ア
ル
ジ
」
の
語
が
み
え
な
い
た
め
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と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
安
以
降
そ
の
訓
は
「
ア
ル
ジ
」
の
用
例
が
多
く
み
ら
れ
、「
ア
ロ
ジ
」
は）

3
（

み
ら
れ
な
く
な
る
。

・
中
国
之
主　
　

君　

安
留
師　
　
　
（『
日
本
紀
私
記
』（
乙
本
）
神
代
下
）

『
日
本
紀
私
記
』
の
「
安
留
師
」
は
「
ア
ル
ジ
」
を
さ
す
。
な
お
人
名
に
お
け
る
「
ア
ロ
ジ
」「
ア
ル
ジ
」
の
仮
名
書
き
例
は
以
下
に
み
ら
れ
、

・
白
髪
部
造
阿
漏
自
賣　
　
　
　
　
　
（「
山
背
國
愛
宕
郡
雲
下
里
計
帳
」
神
亀
三
年
（
七
二
六
）、『
大
日
本
古
文
書
』
①
三
七
一
頁
）

・
婢　
　

阿
漏
自
賣　
　
　
　
　
　
　
（「
山
背
國
愛
宕
郡
雲
下
里
計
帳
」
神
亀
三
年
、『
大
日
本
古
文
書
』
①
三
七
一
頁
）

・
大
友
但
波
史
族
阿
流
自
賣　
　
　
　
（「
近
江
國
志
何
郡
計
帳
」
神
亀
二
年
（
七
二
五
）、『
大
日
本
古
文
書
』
①
三
三
二
頁
）

と
も
に
女
性
名
で
あ
り
、「
白
髪
部
造
阿
漏
自
賣
」
は
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
に
、「
大
友
但
波
史
族
阿
流
自
賣
」
は
養
老
五
年
（
七
二
一
）

に
逃
亡
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
神
亀
三
年
に
お
い
て
「
白
髪
部
造
阿
漏
自
賣
」
は
七
十
九
歳
、「
婢　

阿
漏
自
賣
」
は
二
十
歳
、「
大
友
但

波
史
族
阿
流
自
賣
」
十
二
歳
で
あ
る
、
命
名
し
た
段
階
を
出
生
時
と
す
る
な
ら
ば
、
婢
の
ア
ロ
ジ
（
阿
漏
自
）
賣
と
近
江
國
志
何
郡
計
帳
の

ア
ル
ジ
（
阿
流
自
）
賣
と
は
、
生
年
が
七
年
し
か
違
わ
ず
「
ア
ル
ジ
」
よ
り
も
「
ア
ロ
ジ
」
が
古
形
で
あ
る
と
す
る
説
に
合
致
す
る
か
は
指

摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
萬
葉
集
』
の
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
二
月
以
前
に
二
つ
の
語
形
が
同
じ
時
期
に
み
ら
れ
る
こ

と
は
留
意
す
べ
き
と
考
え
る
。「
ア
ザ
」
の
よ
う
に
『
時
代
別
』
が
人
名
例
を
掲
出
す
る
な
ら
は
、
こ
の
人
名
例
も
傍
証
と
し
て
掲
出
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
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③
「
あ
め
う
じ
」

　
『
時
代
別
』
に
お
け
る
「
あ
め
う
じ
」
の
項
の
考
察
に
お
い
て
「
名
義
抄
以
下
第
四
音
節
を
ア
メ
ウ
ジ
と
濁
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り

古
い
時
代
の
清
濁
は
不
明
で
あ
る
」
と
言
及
す
る
。
し
か
し
、
次
の
人
名
例
に

・
身
狭
君
勝
牛　
　
　
　
　
　
（『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
三
、
舒
明
即
位
前
）

・
鴨
部
首
加
都
士　
　
　
　
　
（
平
城
宮
出
土
木
簡
『
平
城
宮
木
簡
』
七
）

・
手
嶋
部
加
都
自　
　
　
　
　
（「
豊
後
國
戸
籍
」
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）『
大
日
本
古
文
書
』
①
二
一
四
頁
）

万
葉
仮
名
に
よ
る
一
字
一
音
の
人
名
例
に
お
い
て
、
濁
音
ジ
に
あ
て
ら
れ
る
万
葉
仮
名
「
士
」「
自
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
カ

ツ
ジ
」
と
い
う
語
形
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
語
形
は
図
書
寮
本
『
日
本
書
紀
』
の
「
身
狭
君
勝
牛
」
に
「
カ
ツ
シ
」
の
訓

が
付
さ
れ
て
あ
る
こ
と
か
ら
、同
じ
語
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
カ
ツ
シ
」
で
は
な
く
「
カ）

4
（

ツ
ジ
」
と
三
音
節
目
は
濁
拍
で
あ
っ

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
次
の
後
代
資
料
に
お
い
て
、
複
合
語
を
構
成
す
る
後
部
要
素
に
「
ウ
シ
」【
牛
】
が
あ
る
場
合
は
、
連）

5
（

濁
が
お
き
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。

・
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』【
黄
牛　

ア
メ
ウ
ジ
】【
乳
牛　

チ
ウ
ジ
】

・『
日
葡
辞
書
』【A

m
euji A

cauji　
（
ア
メ
ウ
ジ　

ま
た
は
ア
カ
ウ
ジ
）】

　
　
　
　
　
　
【V

ji

（
ウ
ジ
）　
（
牛
）C

o

〜
；C

urum
a

〜
；
…
…
】

・『
易
林
本
説
用
集
』【
牝
牛
メ
ウ
ジ　

乳
牛　

同　

牸
同　

】
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こ
の
人
名
「
加
都
士
」「
加
都
自
」
の
用
例
に
よ
っ
て
「
難
波
吉
士
八
牛
」（『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
三
、舒
明
天
皇
三
年
十
月
条
）
の
訓
み
も
「
ヤ

ツ
ジ
」
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
人
名
の
訓
み

　
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
萬
葉
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
文
献
資
料
に
は
、
訓
読
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
存
在
し
、
固
有
名
詞
も
極
力
当
時

の
語
形
に
そ
く
し
た
訓
み
を
施
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
な
お
不
明
な
点
が
多
く
、
ま
た
注
釈
書
に
よ
っ
て
訓
み
に
異
同
が
あ
る

も
の
も
多
い
。
さ
ら
に
注
釈
書
類
で
は
人
名
の
訓
み
の
根
拠
や
考
察
等
は
記
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
筆
者
は
む
し
ろ
そ
の
考
察
に
こ

そ
日
本
語
史
の
問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
と
考
え
る
。
本
節
で
は
『
出
雲
國
風
土
記
』『
続
日
本
紀
』
の
人
名
の
訓
み
に
つ
い
て
考

え
る
。

　

①
「
目
烈
」（『
出
雲
國
風
土
記
』）

「
日
置
君
目
烈
」（『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
）、「
海
部
首
目
列
」（『
大
日
本
古
文
書
』
②
二
〇
六
頁
）、「
神
奴
部
目
烈
」（
同
②
二
三
七
頁
）

が
あ
り
、日
本
古
典
文
学
大
系
（
旧
大
系
）、新
日
本
古
典
文
学
全
集
（
新
全
集
）
の
『
風
土
記
』
の
注
釈
は
い
ず
れ
も
「
目
烈
」
を
「
マ
レ
」

と
訓
み
「「
麻
呂
」
と
同
じ
か
」
と
す
る
。「
烈
」
を
レ
の
万
葉
仮
名
と
す
る
。「
烈
」「
列）

6
（

」
は
と
も
に
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
い

て
「
烈　

ツ
ラ
ナ
ル
」（
佛
下
末
）、「
列　

ツ
ラ
ヌ　

ツ
ラ
ナ
ル　

ツ
ラ　

」（
僧
上
）
に
「
ツ
ラ
」
の
訓
が
み
え
る
。
そ
の
た
め
「
マ
レ
」

と
い
う
訓
み
以
外
に
「
メ
ヅ
ラ
」
と
い
う
訓
み
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。「
目
烈
」
を
「
マ
レ
」
と
い
う
訓
仮
名
「
目
」
と
音
仮
名
「
烈
」

に
よ
る
書
記
形
態
で
は
な
く
、「
メ
ヅ
ラ
」
訓
仮
名
と
訓
仮
名
に
よ
る
書
記
形
態
と
と
ら
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
「
メ
ヅ
ラ
」
の
語
形
を
も
つ
人
名
例
が
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
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目
頰
子
（『
日
本
書
紀
』
巻
十
七
、
継
体
天
皇
二
十
四
年
（
五
三
〇
）
十
月
）

　

目
都
良
賣
（
大
宝
二
年
御
野
國
本
簀
郡
栗
栖
太
里
戸
籍　
『
大
日
本
古
文
書
』
①
四
〇
頁
）

　

目
津
良
賣
（
大
宝
二
年
御
野
國
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍　
　
『
大
日
本
古
文
書
』
①
六
八
頁
）

　

米
豆
良
賣
（
大
宝
二
年
筑
前
國
嶋
郡
川
邊
里
戸
籍　
　
　
『
大
日
本
古
文
書
』
①
一
〇
四
頁
）

『
日
本
書
紀
』
の
「
目
頰
子
」
の
人
名
例
は
、「
メ
ヅ
ラ
」
に
接
尾
辞
「
子
」
が
つ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
メ
ヅ
ラ
」
に
対
す
る
「
目

頰
」
の
文
字
列
は
、『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
「
常
に
見
れ
ど
も
目め

頰づ
ら

四し

我
が
君
」（
3
・
三
七
七
）
等
、「
心
ひ
か
れ
る
」
や
「
珍
し
い
」
意

で
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
萬
葉
集
』
で
は
「
メ
ヅ
ラ
」
の
文
字
列
に
「
目
列
」
が
見
ら
れ
、「
開さ

く
花
の
色
目め

列づ
ら

敷し
く

」
と
咲
く
花
の
美
し
さ

に
心
惹
か
れ
る
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、当
該
人
名
例
「
目
列
」「
目
烈
」
の
訓
み
は
「
メ
ヅ
ラ
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
「
メ
ヅ
ラ
」
の
語
形
に
対
し
、
借
訓
の
「
目
」
が
用
い
ら
れ
る
理
由
は
、
視
覚
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
心
ひ
か
れ
る
こ
と

が
「
メ
ヅ
ラ
シ
」
で
あ
る
た
め
、
表
意
兼
帯
的
に
「
目
」
が
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

②
近
之
里
（『
続
日
本
紀
』
巻
三
十
六
、
延
暦
元
年
十
二
月
条
）

　
『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
「
近
之
里
」
は
以
下
の
記
事
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。

　

内
掃
部
正
外
從
五
位
下
小を

塞せ
き

宿す
く

祢ね

弓ゆ
み

張は
り

が
言ま
を

さ
く
。「
弓
張
等た
ち

が
二
世
の
祖お
や

近
之
里
、
庚
寅
歳
よ
り
以を
ち
つ
か
た降、
居
地
の
名
に
因
り
て
、
小
塞
の
姓

に
従
ふ
。
望
み
請
ふ
。
庚
午
年
籍
に
依
り
、
小
塞
を
改
め
換
へ
て
。
尾
張
の
姓
を
蒙か
が
ふり
賜
は
む
こ
と
を
。」
と
言
す
。
之
を
許
す
。

こ
れ
は
ウ
ジ
名
「
小
塞
」
か
ら
の
「
尾
張
」
へ）

7
（

改
姓
を
求
め
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
「
近
之
里
」
に
関
し
て
は
、
こ
れ
以
前
以
後
に
「
近
之

里
」
の
記
載
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
小）

8
（

塞
宿
祢
弓
張
の
祖
先
で
あ
る
「
近
之
里
」
が
庚
寅
歳
、
す
な
わ
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ち
持
統
朝
の
人
物
で
あ
り
、「
小
塞
」
と
い
う
場
所
に
住
ん
で
い
た
こ
と
の
み
が
わ
か
る
。
人
名
「
近
之
里
」
の
訓
み
は
、
武
田
祐
吉
・
今

泉
忠
義
編
『
国
文
六
國
史　

続
日
本
紀
』
大
岡
山
書
店
（
以
降
「
国
文
六
國
史
」）
及
び
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
岩
波
書
店

（
以
降
「
新
大
系
」）
で
は
、「
チ
カ
ノ
サ
ト
」
と
訓
み
、
直
木
孝
次
郎
他
訳
『
東
洋
文
庫　

続
日
本
紀
』
平
凡
社
（
以
降
「
東
洋
文
庫
」）
に

お
い
て
は
「
コ
ノ
シ
ロ
」
と
訓
ま
れ
、
人
名
の
訓
み
が
わ
か
れ
て
い
る
。
両
者
は
「
近
之
里
」
と
い
う
文
字
列
に
対
し
、
借
訓
で
「
チ
カ
ノ

サ
ト
」
な
い
し
は
、
正
訓
字
で
「
近
の
里
」
と
解
す
る
か
、
音
仮
名
で
「
コ
ノ
シ
ロ
」
と
訓
む
か
の
違
い
で
あ
る
。

　
「
チ
カ
ノ
サ
ト
」
は
、『
萬
葉
集
』
に
「
見
渡
せ
ば
近
ち
か
き

里さ
と

廻み

を
た
も
と
ほ
り
」（
7
・
一
二
四
三
）
に
近
似
し
た
語
形
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
他
の
人
名
例
に
「
チ
カ
ノ
サ
ト
」
と
い
う
語
形
を
み
な
い
。
ま
た
「
近
の
里
」
と
す
る
と
、「
ノ
」
は
連
体
助
詞
と
考
え
ら
れ
る
が
、

連
体
助
詞
「
ノ
」
が
介
在
す
る
名
前
は
、「
ヲ
ノ
コ
（
男
）」「
コ
ノ
ミ
（
木
実
）」
な
ど
前
項
後
項
が
一
音
節
語
の
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め

人
名
例
の
傾
向
か
ら
す
る
と
「
コ
ノ
シ
ロ
」
の
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

　
「
コ
ノ
シ
ロ
」
の
名
は
、
他
の
人
名
に
も
語
形
が
み
ら
れ
る
。

・
塩
屋
鯯
魚　

鯯
魚
、
此
云
擧
能
之
盧　
（『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
五
、
大
化
二
年
（
六
四
六
）
三
月
条
）

・
己
乃
志
呂
賣　
　
　
　
　
　
（「
御
野
國
加
毛
郡
半
布
里
戸
籍
」
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）『
大
日
本
古
文
書
』
①
六
七
頁
）

・
近
志
侶　
　
　
　
　
　
　
　
（「
山
背
國
愛
宕
郡
雲
上
里
計
帳
」
神
亀
三
年
（
七
二
六
）『
大
日
本
古
文
書
』
①
三
四
四
頁
）

こ
の
「
コ
ノ
シ
ロ
」
と
い
う
語
形
は
、『
日
本
書
紀
』
の
「
塩
屋
鯯
魚
」
の
表
記
と
そ
の
訓
読
注
か
ら
魚
の
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
鯯こ

の

魚し
ろ

と
い
う
魚
の
表
記
は）

9
（

石
神
遺
跡
出
土
木
簡
に
「
制
代
」
と
記
さ
れ
、
他
に
も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

・「
凡
南
入
海
所
在
雑
物
、
入い
る

鹿か

、
和
尓
、
鯔な
よ
し、
須す

受ず

枳き

、
近
志
呂
」（『
出
雲
國
風
土
記
』
嶋
根
郡
）

・
熊
野
評
大
贄
塩
塗
近
代
百
廿
隻　
　
（
藤
原
宮
木
簡
『
評
制
下
荷
札
木
簡
集
成
』）
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・
伊
雑
郷
近
代
鮨　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
条
大
路
出
土
木
簡
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
三
一
）

・
西
店
交
易
進
近
志
呂
五
百
隻　
　
　
（
長
屋
王
家
木
簡
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
五
）

『
出
雲
國
風
土
記
』
で
は
、「
イ
ル
カ
」「
ワ
ニ
（
鮫
）」
等
の
海
産
物
の
列
記
の
な
か
で
「
近
志
呂
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
正
訓
字
に
よ

る
書
託
よ
り
も
表
音
に
よ
る
書
記
の
方
が
書
記
形
態
と
し
て
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、「
コ
ノ
」
の
二
音
節
に
対
し
「
近
」
の

一
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
「
近
」
字
の
字
音
は
臻
摂
牙
音
の
n
韻
尾
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
二
合
仮
名
（
開
音
節

化
）
に
お
い
て
「
コ
ノ
」
の
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
シ
」
や
「
ロ
乙
類
」
に
お
い
て
万
葉
仮
名
「
之
」、「
里
」

を
用
い
る
こ
と
も
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
の
使
用
法
に
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
「
里
」
字
を
口
乙
類
の
万

葉
仮
名
で
用
い
る
こ
と
は
、
古
韓
音
に
も
と
づ
い
た
古
い
用
法
と
さ
れ
る
。「
近
之
里
」
は
持
続
朝
の
人
物
で
あ
り
、
古
い
用
字
の
あ
ら
わ

れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
近
之
里
」
は
、「
チ
カ
ノ
サ
ト
」
で
は
な
く
「
コ
ノ
シ
ロ
」
と
訓
む
べ
き
で
あ
り
、
名
前
の

意
味
は
「
塩
屋
鯯
魚
」
と
同
じ
く
魚
類
の
「
コ
ノ
シ
ロ
」
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

③
干
稲
麻
呂
（『
続
日
本
紀
』
巻
十
七
、
天
平
二
十
年
（
七
四
八
）
七
月
条
、
中
臣
干
稲
麻
呂
）

秋
七
月
戊
寅
。
正
六
位
下
中
臣
部
干
稲
麻
呂
に
中
臣
葛
野
連
姓
を
賜
ふ
。

　

こ
の
中
臣
部
干
稲
麻
呂
は
、
長
屋
王
家
木
簡
に
お
い
て

・
中
臣
部
千
稲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
屋
王
家
木
簡
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
七
）

・
附
葛
野
連
千
稲
折
櫃
負
笥
速
進
上　
　
　
（
長
屋
王
家
木
簡
『
平
城
京
木
簡
二
』
一
六
九
五
）
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「
中
臣
部
千
稲
」「
葛
野
連
千
稲
」
が
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
、
長
屋
王
家
に
使
え
て
い
た
人
物
と
『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
当
該
人
物
が）

10
（

同
一
人

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
長
屋
王
家
木
簡
は
、
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）
か
ら
霊
亀
三
（
七
一
七
）
の
、
ご
く
短
期
間
の
も
の
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
改
易
姓
前
後
の
姓
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
説
明
が
つ
か
ず
、
こ
の
「
中
臣
部
千
稲
」
と
「
葛
野
連
千
稲
」
は
別
人
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
『
続
日
本
紀
』
に
み
ら
れ
る
「
中
臣
干
稲
麻
呂
」
は
、「
国
文
六
國
史
」
で
は
、「
干
」
を
「
千
」
の
字
と
し
、「
チ
イ
ナ
マ
ロ
」

と
訓
ず
る
。
一
方
、「
東
洋
文
庫
」
で
は
「
ホ
シ
ネ
マ
ロ
」、「
新
大
系
」
で
は
「
ヒ
ネ
ネ
マ
ロ
」
と
す
る
。
つ
ま
り
「
干
稲
」
に
対
し
、「
チ

イ
ナ
」
と
「
ホ
シ
ネ
」「
ヒ
ネ
」
の
三
つ
の
訓
み
が
あ
る
。「
国
文
六
國
史
」
が
稲
の
前
の
文
字
を
「
千
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
、
さ
き
の
長

屋
王
家
木
簡
に
み
ら
れ
た
人
物
に
お
い
て
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
木
簡
の
報
告
書
が
「
千
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
大
き
な
支
え

と
な
る
。
ま
た
人
名
以
外
に
も

「
…
…
八
束
穂
に
皇す
め

神か
み

の
成
し
幸さ
き

は
へ
た
ま
は
ば
、
初
穂
は
汁
に
も
穎か
ひ

に
も
、
千
稲
八
千
稲
に
引
き
居す

え
て
」　　
（
祝
詞
・
廣
瀬
大
忌
祭
）

延
喜
式
祝
詞
に
「
千
稲
」
が
み
ら
れ
、「
八
千
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
干
」
で
は
な
く
、
数
の
多
い
意
の
「
千
」
と
「
稲
」

が
複
合
し
た
形
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
先
の
「
中
臣
部
千
稲
」
の
長
屋
王
家
木
簡
の
写
真
を
み
る
限
り
、

　
　
　
　
　

長
屋
王
家
木
簡
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
七
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そ
れ
が
「
干
」「
千
」「
于
」
で
あ
る
か
は
判
別
が
つ
か
ず
、
ま
た
こ
れ
ら
の
字
形
は
筆
勢
に
よ
っ
て
は
区
別
が
つ
か
な
い
字
形
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
干
稲
」
の
可
能
性
も
残
る
。「
干
稲
」
の
文
字
列
は
『
萬
葉
集
』
に

荒
城
田
の　

子
師
田
の
稲
を　

倉
に
上
げ
て　

あ
な
干ひ

稲ね

〃ひ

〃ね

志し　

我
が
恋
ふ
ら
く
は　
　
（
16
・
三
八
四
八
）

形
容
詞
「
ひ
ね
ひ
ね
し
」
の
書
記
形
態
と
し
て
み
ら
れ
る
。
三
八
四
八
番
歌
は
忌
部
首
黒
麻
呂
が
作
っ
た
歌
で
あ
り
、
上
三
句
が
序
詞
と
し

て
「
ひ
ね
ひ
ね
し
」
を
起
こ
し
、「
ひ
ね
ひ
ね
し
」
の
書
記
形
態
で
あ
る
「
干
稲
」
と
が
重
層
的
に
歌
の
表
現
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
な

お「
ひ）

11
（

ね
ひ
ね
し
」は『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』に
よ
る
と「（
形
シ
ク
）久
し
く
古
い
。
古
く
ひ
か
ら
び
た
さ
ま
を
い
う
。」と
あ
る
。「
ひ

ね
ひ
ね
し
」
の
語
構
成
は
、「
お
ほ
ほ
し
」（
形
容
詞
）「
た
し
だ
し
に
」（
副
詞
）
な
ど
と
同
じ
く
重
複
形
と
考
え
ら
れ
「
ひ
ね
」
と
い
う
語

を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
代
の
辞
書
に
お
い
て
「
ヒ
ネ
」
に
つ
い
て
以
下
の
様
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

「
稲　

唐
韻
云　

徒
皓
反　

以
禰
早
稲
和
世
晩
稲
比
禰　

秔
稲
也
」（『
和
名
類
聚
抄
』）

「Fine.　

ヒ
ネ
（
陳
・
古
）
一
年
を
過
ぎ
た
古
い
種
子
」（『
日
葡
辞
書
』）

『
和
名
抄
』で
は「
晩
稲
」を
さ
し
、遅
く
実
る
稲
の
品
種
を
さ
す
。
一
方
で『
日
葡
辞
書
』で
は「
古
い
」義
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
「
古
い
」
意
の
「
ヒ
ネ
」
は
、『
運
歩
色
葉
集
』（「
古
ヒ
ネ
」「
古
人
ヒ
ネ
タ
ル
ヒ
ト
」）
に
み
ら
れ
、
稲
に
限
ら
ず
事
物
の
古
く
な
っ

た
も
の
を
「
ヒ
ネ
」
を
さ
す
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
人
名
例
に
お
い
て
「
干
稲
」
や
「
ヒ
ネ
」
は
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。

・
従）

12
（

七
位
下
中
臣
葛
連
于
稲　
　
　
　
（「
但
馬
國
正
税
帳
」
天
平
九
年
（
七
三
七
）『
大
日
本
古
文
書
』
②
六
〇
頁
）
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・
物
部
比
稲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
御
野
國
本
簀
郡
栗
栖
太
里
」
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）『
大
日
本
古
文
書
』
①
三
一
頁
）

・
比
尼
賣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
御
野
國
本
簀
郡
栗
栖
太
里
」
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）『
大
日
本
古
文
書
』
①
三
八
頁
）

・
小
比
尼
賣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
御
野
國
本
簀
郡
栗
栖
太
里
」
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）『
大
日
本
古
文
書
』
①
三
八
頁
）

「
但
馬
國
正
税
帳
」
の
「
于
稲
」
の
「
于
」
字
は
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
「
干
」
の
筆
勢
に
い
る
も
の
と
み
ら
れ
「
干
」
と
同
字
と
考
え
ら

れ
る
。「
ヒ
ネ
」
は
「
干
稲
干
稲
志
（
ひ
ね
ひ
ね
し
）」
や
「
比
稲
」
と
い
う
人
名
の
書
記
形
態
が
あ
る
た
め
「
ヒ
＋
稲
」
の
語
構
成
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、『
萬
葉
集
』
の
正
訓
字
の
「
干
＋
稲
」
を
「
ヒ
ネ
」
の
元
形
と
す
る
と
大
き
な
問
題
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
「
干

稲
」
の
前
項
部
が
上
二
段
動
詞
【
乾
・
干
ふ
】
で
あ
り
、
そ
れ
の
連
用
形
接
続
だ
と
す
る
と
本
来
「
ヒ
」
は
乙
類
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
当

該
人
名
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
比
」
の
萬
葉
仮
名
は
ヒ
甲
類
で
あ
り
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
甲
乙
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な

お
「
乾
・
干
」
が
上
一
段
活
用
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
問
題
な
い
も
の
の
、橋）

13
（

本
進
吉
に
よ
る
と
平
安
時
代
に
は
上
一
段
活
用
を
す
る
「
乾

（
ひ
）
る
」
が
、
上
代
で
は
上
二
段
活
用
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
現
在
ま
で
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
母
音
連
続
に
お
け
る
以
下
の
母
音
脱
落
の
解
釈
を
と
れ
ば
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
問
題
は
解
決
で
き
る
。

干fi2　

＋　

稲ine　

↓　

比
稲fine

複
合
語
を
構
成
す
る
際
、
後
項
の
「ine

」
の
甲
類
「
イ
」
が
残
り
、
前
項
の
乙
類
「
イ
」
が
脱
落
し
た
と
す
る
と
、
人
名
「
ヒ
ネ
」
が
「
干

稲
」
と
「
比
稲
」
の
甲
乙
の
矛
盾
は
解
決
で
き
る
。
ま
た
『
古
事
記
』
に
み
ら
れ
る
人
名
は
、

　

・
多
遅
摩
斐
泥　
　
　
　
（『
古
事
記
』
応
神
）
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「
干
稲
干
稲
志
（
ひ
ね
ひ
ね
し
）」
の
語
形
と
合
致
す
る
。
仮
に
『
古
事
記
』
の
人
名
が
当
該
人
名
と
同
じ
語
形
を
さ
す
な
ら
ば
、

干fi2　

＋　

稲ine　

↓　

斐
泥fi2ne

母
音
脱
落
に
お
け
る
同
じ
母
音
連
続
の
環
境
に
お
け
る）

14
（

別
の
脱
落
形
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
固
有
名
詞
と
い
う
性
格
上
、
文
脈

理
解
が
困
難
な
た
め
「
多
遅
摩
斐
泥
」
と
の
考
察
は
推
測
の
域
を
で
る
も
の
で
は
な
い
。

　
『
萬
葉
集
』
に
み
ら
れ
る
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
違
例
は
、
巻
十
四
、
巻
二
十
な
ど
の
東
歌
・
防
人
歌
、
巻
十
八
の
補
修
部
を
除
く
と
、「
磐

白
乃
（
い
は
し
ろ
の
）」（
2
・
四
）「
在
衣
（
あ
り
そ
）」（
9
・
一
六
八
九
）
等
借
訓
の
場
合
に
散
見
す
る
。
こ
れ
は
『
萬
葉
集
』
に
お
け

る
文
字
に
お
け
る
視
覚
的
表
現
性
に
お
い
て
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
違
例
が）

15
（

許
容
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
当
該
人
名
「
干
稲
」

も
「
ヒ
ネ
」
と
い
う
語
形
に
対
し
文
字
で
視
覚
的
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

重
要
な
の
は
、
人
名
「
干
稲
」
に
お
い
て
他
に
「
チ
イ
ナ
（
ネ
）」
も
「
ホ
シ
ネ
」
も
そ
の
語
形
を
仮
名
書
き
で
記
し
た
も
の
や
、
あ
き

ら
か
に
そ
の
よ
う
に
訓
め
る
も
の
が
他
の
人
名
例
に
存
し
な
い
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
「
ヒ
ネ
」
は
『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
「
干
稲
干

稲
志
（
ひ
ね
ひ
ね
し
）」
に
そ
の
書
記
形
態
が
み
と
め
ら
れ
、
か
つ
他
の
人
名
例
に
そ
の
語
形
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
当

該
「
中
臣
部
干
稲
麻
呂
」
及
び
長
屋
王
家
木
簡
に
み
ら
れ
る
「
中
臣
部
千
稲
」、「
葛
野
連
千
稲
」
の
「
干
稲
」
は
「
ヒ
ネ
」
と
訓
む
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

　

以
上
、
古
代
の
人
名
の
訓
み
を
中
心
に
言
及
し
て
き
た
。
古
代
人
名
に
用
い
ら
れ
る
語
は
上
代
語
で
あ
り
、
そ
の
訓
み
を
あ
き
ら
か
に
す

る
こ
と
は
、
上
代
語
を
考
察
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
拙
稿
で
は
語
彙
の
考
察
だ
け
で
な
く
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
や
母
音
連
続
、
連
濁
と

い
っ
た
日
本
語
学
の
問
題
点
に
も
触
れ
た
。
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し
て
人
名
を
扱
う
こ
と
は
、
人
名
の
訓
み
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
学
に
お

け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
傍
証
を
提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
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注

（
1
） 
鎌
田
元
一
「
日
本
古
代
の
人
口
に
つ
い
て
」『
木
簡
研
究
』
第
六
号
、
一
九
八
四
年

（
2
） 

上
代
語
辞
典
編
修
委
員
会
『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

上
代
編
』
三
省
堂
、
一
九
六
七
年

（
3
） 

前
田
本
『
日
本
書
紀
』
巻
十
四
の
「
主
」
に
対
す
る
古
訓
に
「
ア
ロ
ジ
」「
ア
ル
ジ
」
両
形
が
み
ら
れ
る
。

（
4
） 「
カ
ツ
ジ
」
を
中
心
に
考
え
る
な
ら
ば
、人
名
例
に
み
ら
れ
る
「
堅
牛
」
は
、語
形
「
カ
ツ
ジ
」
に
お
け
る
母
音
脱
落
想
定
表
記
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
5
） 

連
濁
に
お
い
て
な
ぜ
「
カ
ヅ
シ
」
と
前
項
と
後
項
の
連
接
部
に
濁
拍
が
生
じ
な
か
っ
た
の
か
説
明
が
で
き
ず
、
な
お
問
題
が
残
る
。
複
合
語
に
お
い
て
は

「
ウ
ジ
」
と
濁
る
こ
と
が
多
く
、
類
推
に
よ
る
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
6
） 

犬
飼
隆
『
木
簡
に
よ
る
日
本
語
書
記
史
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
（
増
訂
版
、
二
〇
一
一
年
）。

（
7
） 

神
亀
五
年
（
七
二
八
）
九
月
の
記
載
が
み
ら
れ
る
平
城
宮
木
簡
に
「
尾
張
小
塞
真
国
」（『
平
城
宮
木
簡
』
六
―
九
〇
六
七
）
の
名
が
み
ら
れ
、
こ
の
記
事

以
前
の
「
小
塞
」
と
「
尾
張
」
の
結
び
つ
き
が
認
め
ら
れ
る
。

（
8
） 

右
京
人
。
東
大
寺
写
経
所
の
写
経
生
と
し
て
正
倉
院
文
書
に
名
前
が
み
ら
れ
る
。
延
暦
二
年
二
月
に
伊
賀
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

（
9
） 「
調
制
代
煮
一
斗
五
升
」（
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
評
制
下
荷
札
木
簡
集
成
』
一
七
八
）

（
10
） 

長
屋
王
家
木
簡
に
お
け
る
「
千
稲
」
に
関
わ
る
も
の
に
「
初
位
上
中
臣
部
千
稲
」（
長
屋
王
家
木
簡
『
平
城
宮
木
簡
一
』）
が
あ
り
、「
大
初
位
上
」
か
「
小

初
位
上
」
か
定
か
で
は
な
い
が
、
八
世
紀
前
に
お
け
る
官
位
が
わ
か
る
。

（
11
） 「
ひ
ね
ひ
ね
し
」は
、日
本
語
史
上
に
お
い
て『
萬
葉
集
』に
一
例
の
み
み
ら
れ
る
。
左
注
に
し
め
す
よ
う
に「
恋
歌
」で
あ
り
、「
あ
な
」「
我
が
恋
ふ
ら
く
は
」

と
詠
嘆
で
う
け
る
こ
と
は
、
満
た
す
こ
と
の
な
い
恋
を
、
鹿
や
猪
に
荒
ら
さ
れ
痩
せ
た
田
か
ら
取
っ
た
僅
か
ば
か
り
の
稲
を
重
層
的
に
表
現
し
て
い
る
。
な

お
「
ひ
ね
ひ
ね
し
」
に
つ
い
て
「
新
潮
集
成
」
で
は
、「
古
ぼ
け
て
正
気
を
失
っ
た
さ
ま
」
の
意
と
し
、「
新
全
集
」
で
は
意
訳
的
に
「
恨
め
し
い
」
意
で
解

釈
し
て
い
る
。

（
12
） 

天
平
九
年
の
段
階
で
「
中
臣
葛
野
連
」
が
確
認
で
き
る
。
長
屋
王
家
木
簡
に
お
け
る
「
千
稲
」
と
同
一
人
物
の
可
能
性
が
な
み
残
る
。

（
13
） 

橋
本
進
吉
「
上
代
に
於
け
る
波
行
上
一
段
活
用
に
就
い
て
」『
上
代
語
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
一
年
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（
14
） 

母
音
連
続
に
お
け
る
異
な
る
脱
落
形
が
あ
る
こ
と
は
、「
と
い
ふ
」（to

＋ifu

）
と
い
う
母
音
連
続
に
対
し
、
後
項
の
母
音
が
脱
落
し
た
「
ト
フ
」（tofu

）、

前
項
の
母
音
が
脱
落
し
た
「
チ
フ
」（tifu

）
の
二
つ
の
脱
落
形
が
存
す
る
。

（
15
） 
上
代
特
殊
仮
名
遣
が
借
訓
に
お
い
て
許
容
さ
れ
る
こ
と
は
、
池
上
禎
造
「
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
万
葉
集
へ
の
適
用
と
解
釈
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』

二
一
巻
一
〇
号
、
一
九
五
六
年
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。




